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【目的】MRI拡散画像のapparent diffusion coefficient(ADC) は腫瘍の細胞密度などを反映

しているといわれている。今回我々はグリオーマの悪性度の評価におけるADC値の有用性につ

いてPET検査と比較し、検討した。【対象と方法】対象は新たに診断された71例のグリオーマ

症例でWHO gradeII;35例、gradeIII;29例、gradeIV;7例である。全例にMRI（diffusion

tensor image）,PET(methionine(MET), choline, FDG)を施行した。Advantage Workstation上

でADC mapを作成、それぞれのimage上でROIを設定しADC値(10-3mm2/s)を求め、最小値をその症

例のminimum ADCとした。PETではtumor max SUV / normal brain mean SUV ratio (T/N

ratio)を算出した。摘出された腫瘍はWHO分類により組織学的に診断し、Mib-1 labeling

indexを求めた。minimum ADC, T/N ratio, WHO grade, Mib-1 labeling indexについて統計学

的に検討した。【結果】グリオーマのminimum ADCはMib-1 labeling indexと逆相関(r=-0.66,

p<0.001)し、MET T/N ratioは正相関(r=0.64, p<0.001)した。WHO分類ごとの平均minimum ADC

はgradeIIは1.058±0.203、gradeIIIは0.830±0.143、gradeIVは0.693±0.087で、gradeIIと

gradeIII、gradeIIIとgradeIVの間に統計学的に有意差を認めた(p<0.001)。しかし MET T/N

ratioではgradeIIとgradeIIIとの間に有意差は認めなかった。【結論】minimum ADCは術前の

グリオーマの悪性度の評価、特にgradeIIとgradeIIIにおいてMET-PETに比してより有用であっ

た。


